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論 文 内 容 の 要 旨 
 本論文は 2024 アルミニウム合金の摩擦攪拌接合における接合条件が接合継手の組織と力学特性に与える影響につ


















 第６章では 2024 アルミニウム合金板と AZ31 マグネシウム合金板との突き合わせ接合実験を行い、接合部の組織
ならびに硬さ分布を調べた。攪拌部領域では素材の不均一な機械的混合と接合中の相反応により生じた化合物相が存
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文は 2024 アルミニウム合金の摩擦攪拌接合における接合パラメータが接合継手の組織と力学特性に与える影

















 第６章では 2024 アルミニウム合金板と AZ31 マグネシウム合金板との突合せ接合実験を行い、接合部の組織観察
ならびに硬さ分布測定を行っている。攪拌部領域では素材の不均一な混合と接合中の相反応により生じた化合物相の
存在を明らかにし、また、攪拌部とその周辺領域の結晶粒微細化現象は接合速度の減少に伴って顕著になることを明
らかにしている。これらの結果より異材接合組織最適化の基礎知見を得ている。 
 第７章では本論文を総括している。 
 以上のように、本論文はアルミニウム合金の摩擦攪拌接合組織と力学特性制御において重要な基礎的知見を得てい
る。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
